




























































































































































































































































































































































された意味についての考察として、cf.,S.Stuurman, François Poulain de la Barre 
and the Invention of Modern Equality, Harvard UP, 2004, pp.161-162.
4） これによって「スタジマック」が「男女平等論」の著者で本書の著者プーラン・ド・
ラ・バールの代弁者であることがわかる。
5） モリエールの喜劇『女学者』は本書公刊の直前1672年に初演された。
6） モリエールの喜劇『才女気取り』は1659年に初演された。女性の評価や地位をめぐっ
て近世フランスで闘われた「女性論争」（querelle des femmes）において、モリエー
ルは反女性派の立場でいくつかの喜劇をつくった。
7） 「リベルタン」は今日では「自由思想家」の意味で使われることが多いが、ここで
は本文にあるように、宗教や道徳に反した放縦な生活をするもの、というもとも
とのけなし言葉として使われている。

